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ビジネスコミュニケーションの定義

コミュニケーションとは？

情報や感情、考えを相手に伝え、理解を深め合う
双方向のプロセスであり、言語や非言語手段を用いた相互理解を目指す

ビジネスにおける役割
「伝える」だけでなく、「相手にどう伝わったか」を確認することが重要
人間関係やビジネスの基盤となり、信頼を築くためのツール



まずは皆さんに、3つの問いかけをさせてください。



あなたの声は“第一印象”を
損なっていませんか？

3つの問いかけ

ポイント１



チャットに入れてね！

あなたはどんな
“第一印象”の声が好きですか？



仕事のできる人とできない人の声の違い

仕事ができる人の声

明瞭で自信を感じさせる
適切な音量で伝わる
引き込む力がある
話すスピードがバランス良い

例

仕事ができない人の声

小さすぎて聞き取りづらい
単調で抑揚がない
語尾がはっきりしない
独りよがりに喋り続ける

例



☑︎声が小さい
☑︎抑揚がない

 　☑︎ 語尾があいまい

 それだけで

「自信がなさそう」「なんとなく暗い人」
という印象を与えてしまう



話し方 誤解の発生率 フィードバックの正確さ 聞き手の理解度

明確な話し方 10% 90% 85%

曖昧な話し方 30% 60% 65%

明確な話し方 vs 曖昧な話し方



 これは、

ビジネスでも日常でもまったく同じ

 “どんな声で、どんなトーンで話すか”
が印象を決める。



聞き手の“脳内に映像”を届ける工夫
できていますか？

3つの問いかけ

ポイント 2



伝えているのに「伝わらない」
――その原因は、言葉選び

アナウンサーは、聞き手の頭の中に

“映像を描かせる”
ことを意識して話します。



「緊張しています」

あなたなら、この様子を
どう具体的に伝えますか？



「緊張しています」

「喉がカラカラで、手のひらに汗が
じんわり滲んでいます」



「桜の花びらが散っています」

あなたなら、この様子を
どう具体的に伝えますか？



「桜の花びらが散っています」

「薄紅色の花びらが、空からふわりと
舞い降りてきます」



相手が求めているのは
「何を伝えているの？」



「何を伝えているの？」
にこたえる

「言語化」「脳内映像化」
するということ



「脳内に映像」のポイントは

五感を使うこと！

 視覚（見た目の色・形・動き）
 聴覚（音・声・リズム）
 触覚（感触・温度）
 嗅覚（香り・匂い）
 味覚（味・風味）



あなたの話は“一方通行”に
なっていませんか？

3つの問いかけ

ポイント 3



―生懸命に話しているのに
相手の反応が薄い―

 その原因は、

“話すこと”に集中しすぎて
“聞き手の反応”に気づけていないから



アナウンサーは、「聞かせる」ではなく、

「一緒に会話している」
空気感を大事にしている



間のとり方 語尾のニュアンス アイコンタクト

 小さな工夫で、会話がキャッチボールに変わる



この3つ、どれか一つでも
ドキッとしましたか？

①あなたの声は“第一印象”を損なっていませんか？

②聞き手の“脳内に映像”を届ける工夫、できていますか？

③あなたの話は“一方通行”になっていませんか？



自己流では損をします

あなたの話し方ひとつ
ビジネスチャンスが増えるとしたら？

で



あなたの印象も、信頼も、伝わり方も…

人生までも、変わっていく

話し方は、

ちょっとした意識とコツで
誰でも変われる



ほんの少しの工夫で、
説得力も信頼感も

劇的にアップする方法があります！



話し方を変えた瞬間、

あなたのビジネスの成果も変わります



このセミナーの最後に

あなたがすぐに実践できる方法
ご案内します

を



自己紹介
ABOUT ME

こんにちは。

私について

紹介します！

塩見 智子
しおみ ともこ

経歴

名前

アナウンサー事務所
有限会社ビー・グラッド代表取締役
アナウンサー
トータルスピーチコンサルタント
言葉と声のプロフェッショナル

19歳でNHK奈良放送局
FM番組オーディションに合格

FM大阪、朝日放送、ラジオ大阪、ラジオ
関西の朝の番組、パーソナリティに至る
まで30年以上

明るくテンポある話し声で、リスナーの
心を弾ませる

所属
資格



JR西日本広島山口エリアにおける行先案内アナウンス 
 大阪関西万博「日本館」案内ナレーション

映画「明日への扉」ナレーション（宮古島国際映画祭最優秀作品賞）

ＣＭナレーション
がんこフードサービス、ヤシロ、エーデルワイス、幸南食糧、みお綜合法律事務所、京都市上下水道、 ルミナス神戸、非破壊検

査、弁天宗、パナソニック、アート引越しセンター、アイル綜合事務所、大阪トヨタ、金氏高麗人参 他

ＶＰナレーション
パナソニック、阪急交通社、、富士電機テクニカ、オムロンエキスパートリンク、東洋高知北島病院免震装置交換工事、ダイキンエ
アコン、シャープ、滋賀県立琵琶湖博物館、ダイダン、清水建設、オムロン太陽、六甲バター神戸工場新築工事記録、高知増田商
事 免震装置交換工事第一ゼミナール、平城京歴史館、東洋アルミ、ミスタードーナツ、ダスキン、大阪生駒霊園、ヤシロ、関西電

力、田辺三菱製薬、シスメックス、ヨドコウ、平城京遷都1300年、
奈良公園歴史散歩、、Joshinまごころリフォーム、サカイ引越センター、積水ハウス、オリックス・リビング、

番組ナレーション
関西テレビ「嘘の戦争」

2,000本以上にも及ぶナレーター実績
あらゆるジャンルの司会や



朗読ライブ公演



講演、研修講師、専門学校声優コース指導



2001年
アナウンサー事務所有限会社ビー・グラッドを設立

新人育成レッスンの門をくぐった研修生は100名を超える



セミナー部門
VSPプレゼンテーションスクールを開校

あらゆる現場を踏んできた40年を超える経験から裏打ちされた
オリジナルメソッド「VSPプレゼンテーションメソッド」を体系化



受講生は100名を超える

全国1000名以上の士業の会員がいる協会のプレゼン大会で
全国優勝を果たしたコンサルタント

TED Xに出演依頼され、自らが経験した過酷なストーリーを
パワフルなスピーチで展開した外科医

人前で話すのが苦手と自負していたが、100名規模の組織リーダーとして
新規事業のプレゼンを成功させた介護施設長



あなたの声で、言葉で、
ご機嫌な話し方を。

そう、

人生は毎日がプレゼンテーション



話し方は、たった 3つの要素を意識するだけで
見違えるほど変わります



話し方は、たった 3つの要素を意識するだけで
見違えるほど変わります

ボイス 

V

ストーリー構成 
S

パフォーマンス 
P



→ 説得力が増す
トーンとリズム

ボイス 

V

話し方は、たった 3つの要素を意識するだけで
見違えるほど変わります



→ 相手の心を
動かすフレーズ

ストーリー構成 
S

話し方は、たった 3つの要素を意識するだけで
見違えるほど変わります



パフォーマンス 
P → 自信を持って話せる心の持ち方

話し方は、たった 3つの要素を意識するだけで
見違えるほど変わります



→ 説得力が増すトーンとリズム

声の使い方V
1.



トーン（音の高さと強さ）

感情を込めるときは「少し高く」明るめに
 → 例：「私も本当にうれしかったんです」

 → 高低差があると、感情がリアルに伝わる

要点は「やや強く」でハッキリ
 → 例：「結論から言うと、〇〇です」

 → 声に圧を乗せると、落ち着き・自信が伝わる

１.「V」声の使い方



声に出してやってみましょう！
恥ずかしくないよ（笑）

「私（僕）も本当にうれしかったんです」



リズム（スピードと間）

大事な言葉の前後に“間”を入れる
→ 例：「今日、お伝えしたいのは...“間”...

たったひとつです。」

語尾を流さずにしっかり止めるスピード感
→ 「です」「ます」をしっかり言い切ると

断定感・信頼感がUP

１.「V」声の使い方



声に出してやってみましょう！
恥ずかしくないよ（笑）

「今日、お伝えしたいのは
...“間”...

たったひとつです。」



声に「緩急」と「抑揚」をつけると、
話が“聞ける声”になる

１.「V」声の使い方



→ 相手の心を動かすフレーズ

言葉の選び方S
2.



伝わる話し方は、言葉選びが9割

 同じ内容でも、
「どう表現するか」で印象はガラッと変わる

2.「S」言葉の選び方



①映像が浮かぶ表現を選ぶ

抽象語→具体語へ

 → 聞き手がイメージできる＝共感しやすくなる！

2.「S」言葉の選び方



「忙しかった」

あなたなら、この様子を
どう具体的に伝えますか？



「忙しかった」 「朝から会議が3本
立て続けでした」

抽象語 　　　　　→ 　　　　具体語へ



②相手視点のフレーズを使う

主語を「私」→「あなた」へ：
 「私が言いたいのは」→「あなたに知ってほしいのは」

 → 聞き手の“自分ごと”として話を聞いてもらえる

2.「S」言葉の選び方



③“感情の言葉”を添える

「嬉しい」「悔しかった」「感動した」
などの一言があると、

 聞き手も感情でつながってくれる。

2.「S」言葉の選び方



人は“正論”より、“情緒”で動く

 心に届く言葉は、

映像と感情でできている

2.「S」言葉の選び方



→ 自信を持って話せる心の持ち方

パフォーマンス力

P
3.



自信を持って話せる心の持ち方

いくら技術があっても、
「自信なさそう」に見えると

説得力はゼロ

3.「P」パフォーマンス力



話すときの心の状態が
パフォーマンスの質を左右

3.「P」パフォーマンス力



①
「聞いてくれてありがとう」

という気持ちで話す

「失敗しないように」
「この話、誰かの役に立てばいいな」

自然と表情も声も明るく

3.「P」パフォーマンス力



②
“完璧”より

“伝えたい想い”に意識を向ける

「うまく話そう」より

「伝えたいことを届けよう」と思うと、
自然な話し方に

3.「P」パフォーマンス力



自信は、話すスキルだけでなく

“どんな心で話すか”
から生まれます

3.「P」パフォーマンス力




